
第４号様式（要綱第６条関係） 
 

令和５年度 第４回 藤沢市立湘南台中学校 学校運営協議会会議録 
 

                 開催日時  2023 年 11月 22日（水）10 時 00～11時 30 

           場  所 湘南台中学校 第 1会議室       

○出席委員 

川 口   昇  地域協力者会議 会長 

山 田 大 介  多摩大学 教授 

伊 藤 秀 樹  湘南台高校 校長 

伊 藤 雅 浩  湘南台市民センター長 

西 川 典 利  日本語支援団体 代表（地区生活環境協議会） 

松 原   保  湘南台中学校 校長 

荒 川   洋  湘南台中学校 教頭 

伊 藤 義 正   保護者 PTA会長 

加 藤 なつみ   保護者 PTA会計 

------------------------------------------------------------------- 

出席委員：９名 

欠席委員：２名（片岡あゆみ 保護者 PTA会計、森   満 弘 湘南台中学校 総括教諭） 

事務局 ：荒川 洋（湘南台中学校教頭） 

その他出席者： なし 

傍聴人数： なし 

 

次第  

１ 地域防災防犯学習見学 

  ６ブース見学 

  （①100ｔ水槽 ②起震車 ③担架 ④避難所設営 ⑤消火器 ⑥応急手当） 

 

２ 見学の感想 

 ・生徒が真面目かつわきあいあいと活動に取り組んでいた。生徒も被災者になるが、運営に

関わるということも十分に考えられるので、素晴らしい取り組みである。 

 

  ・何がどこにあるかだけでも、知る価値が十分にある。 

 

 ・災害が起こったときに、昼間であればこの地域に残っているのは、高齢者と小中学生にな

る。中学生であれば、立派な働き手になるので学ぶことは非常に意味があることである。 

 

 ・地域役員としては、毎年続けていただきたい。今日は、本当に生徒がいきいきと活動して

いた。 

 



  ・段ボールベットも実際体験してみると、よく分かった。 

 

  ・聴くことと、見ること体験することでは全然違う。是非、継続して行っていただきたい。 

  また、ヘルメットを常備することも大切に感じた。検討してはどうか。 

 

 ・自治会でも、このような体験はやっているが、今回はメニューが豊富で素晴らしかった。 

   何人も委員の方々が話していたが、子どもたちもいきいきと楽しそうに活動していた。 

 

３ 報告 

(1)不登校支援にかかる経過報告 

① 湘中ルーム見守りボランティア 

・１１月 １日（水）～配置開始（通常午前１名、午後１名） 

  ・湘中ルームの支援 

  ・今後、運用の見直し検討 

② 地域による居場所支援 

・総合市民図書館でボランティア作業に参加（1年生女子 1名） 

・１回目：１０月１７日（火）２回目：１０月２３日（月）３回目：１１月１４日（火） 

 

(2) 地域による体験的活動・学習支援 

① 地域防災防犯学習（２年生総合的な学習） 

・５月２６日（金）地域防災防犯講演会開催（自治連、北警察） 

  ・１１月２２日（水）地域防災体験学習開催（市民センター、自治連、危機管理課） 

② 地域連携体験活動（公民館登録サークルによる体験活動）（１年生総合的な学習） 

   ・１２月１３日（水）開催予定 会場：湘南台中学校 

    ・参加団体１２ 検討中１  

   （川柳、詩吟、折り紙、ハンドベル、プラモ作り、空手、スポーツ吹き矢等） 

 

(3)外国につながりのある生徒の支援 

   ①外国につながりのある生徒（保護者）に対する日本語支援・学習支援について 

   その後の進展や情報 

 

４  その他 

   ・今後の会議日程 

   第 5回 ３月１４日（木）１０時～ 会場：湘南台中学校 

          →PMようこそ先輩（１年総合） 

 

５  閉会 

 

以 上  

 


